
区　分 実　施　内　容 号　令　等 実　施　細　目

小隊編成 　団本部及び各方面隊ごとに 　「集まれ」 ①9：50の観閲実施開始のアナウンス後に、

　小隊横隊編成を行う 　ラッパ吹鳴。

　（三部長及び副方面隊長は ②団本部訓練部長及び各方面隊長は「集まれ」の号令を

　第1・第2・第3分隊長を 　掛けて小隊横隊編成を行う。

　任務する） 　（編成要領は『消防訓練礼式実施要領』参照）

③最右翼より、本部・第1方面隊・第2方面隊・・・以下

　建制順とし、小隊ごとの間隔は約６mとする。

　小隊編成位置は、中央交差点に位置する本部小隊を

　基準とする。

小隊長 　各小隊長は中隊長に 中隊長指示 ①各方面隊の小隊編成が終了し、整列休めを取った

人員報告 　人員報告を行う 　「各小隊長はその場において 　のを確認後、中隊長は隊の中央に進み

　人員報告」 　「各小隊長はその場において人員報告」と指示する。

　（別図1　参照）

　 小隊長申告 ②各小隊長は挙手注目の敬礼を行い、中隊長の答礼後

　「本部小隊又は○○小隊、 　「本部小隊又は○○小隊、総員○名、異常なし。

　総員○名、異常なし。 　現在員○名」と申告する。

　現在員○名」

中隊長返答 ③中隊長は「よし」と返答する。その後、各小隊長は

　「よし」 　挙手注目の敬礼を行い、中隊長の答礼後

　正面を向き整列休めの姿勢をとる。

観閲隊形 　観閲の隊形を編成する 中隊長指示 ①各小隊長から報告をうけた中隊長は

編成 　 　「気をつけ」 　「気をつけ」

　「只今より観閲の隊形を 　「只今より観閲の隊形をとる」　と指示する。

　とる」

　「小隊長、右翼位置にー ②続いて中隊長は

　つけ」 　「小隊長、右翼位置にーつけ」　と指示する。

　　（別図2　参照）

　「整列ー休め」 ③続いて中隊長は「整列ー休め」と号令し、自ら

　本部小隊長から1.5ｍの位置へ進み整列休めの姿勢で

　待機する。　（別図3　参照）
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区　分 実　施　内　容 号　令　等 実　施　細　目

観閲 　観閲をを受ける 　「魚沼市消防団、気をつけ」 ①団長が中隊長の6ｍくらいに近づいたら

　 　「団長にかしらー右」 　「魚沼市消防団、気をつけ」と号令し、点検者が観閲

　「なおれ」 　開始位置に停止したら、「団長にーかしら右」と

　号令する。

　中隊長のみ挙手注目の敬礼、小隊長は足を動かさず

　上体を向けて挙手をする。

　隊員は頭のみを向け注目する。　

　団長が答礼の手を下ろしたのち中隊長は自ら手を

　下ろし「なおれ」の号令を下す。

（人員報告） 　「田中副団長、総員○名、 ②続いて中隊長は団長に正対し挙手注目の敬礼

　異常なし。現在員○名。 　をし、団長の答礼後に

　只今から、観閲を願います」 　「田中副団長、総員○名。異常なし。現在員○名。

　只今から、観閲を願います」と申告し、団長の「よし」

　の答礼を受ける。

（観閲開始） 　「団長に注目、 ③続いて中隊長は正面を向き

　かしらー右」 　「団長に注目、かしらー右」の号令を掛け、中隊長

　のみ挙手注目の敬礼、小隊長は足を動かさず上体を

　向けて挙手をする。隊員は頭のみを通り過ぎる点検者に

　向け注目する。

（観閲終了） 　「なおれ」 ④観閲が終わり次第、中隊長は自ら直ったのち

　「整列ー休め」 　「なおれ」と号令し「整列ー休め」と号令する。

解散 　観閲終了後、解散。 　（観閲が終了したら中隊長は指揮位置に移動する）

移動待機 　「気をつけ」 ①観閲が終了したのち、中隊長は隊を見渡せる中央

　「わかれ」 　位置に移動し「気をつけ」　「わかれ」の号令をする。

　アーケード内に移動する　 ②その後、中隊長は「前へー進め」と号令を掛け、

　隊員共にアーケード内に進む。

　（中隊長は「前へー」の予令後、自ら回れ右の方向

　転換をし、「進め」の動令で進む）
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